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に向けたヘルスケア産業の変革
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誰も取り残されないウェルビーイングの達成に向けて
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　社会環境にアプローチする健康づくりの取組が注目され
ています。2024年度から始まる新しい国民の健康づくり運
動「健康日本21（第三次）」の基本的な方向でも、「健康寿命の
延伸・健康格差の縮小」に向けて、「自然に健康になれる環境
づくり」を目指すことがうたわれています。健康観も変化し、
身体と心の健康に加え「社会的な健康」への関心が高まって
います。社会との心地の良いつながりを保ち、生きがいを
持って生活することです。
　一方、社会環境の改善と併せて喫緊の課題となっているの
が、もう一つの環境、すなわち地球環境への対応です。ESG投
資やカーボンプライシングの制度への対応がヘルスケア産
業にも例外なく求められるようになりました。地球環境の保
全は、現在の我々世代の健康づくりのための社会環境整備が
地球環境を破壊し、将来生まれてくる世代を犠牲にすること
は避けなければなりません。それは世代間の健康格差を広げ
ることにつながります。社会環境と地球環境を、双方の調和
を保ちながら守り育てるためには、ヘルスケア産業を含めた
多様なプレイヤーがその価値を理解し、自分事として参画

し、連携していくことが求められます。しかし実際は、公共事
業や企業のCSR（社会責任）の取組として進められているの
が現状であり、その質も規模も不明確で、おそらく十分では
ありません。健康づくり・環境づくりが、コストではなく真に
価値（バリュー）のある投資対象となるためにはどのような
社会システムが必要なのでしょうか。
　本シンポジウムでは、ヘルスケアにかかわる識者５名にご
参集いただき、誰もが「自然に健康になれる環境づくり」につ
いての論点を整理し、具体的な実践事例をご紹介いただきつ
つ、今後の取組の在り方、求められる社会の仕組みについて
議論します。本シンポジウムが、誰もが取り残されず、豊かに
生活できる、そして持続可能な社会の実現に向けて、多くの
皆様が次の一歩を踏み出すきっかけとなれば幸いです。

開 催 趣 旨

「自然に健康になれる環境づくり」に向けたヘルスケア産業の変革
－誰も取り残されないウェルビーイングの達成に向けて－
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シンポジウム座長
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参加申込方法（要予約） 参加無料

2023年9月15日（金）13:30～17:00
開催日時

全社協・灘尾ホール
開催会場

東京都千代田区霞が関3丁目3番2号　新霞が関ビルLB階
TEL: 03-3580-0988
地下鉄銀座線「虎ノ門駅」11番出口、5・6番出口より徒歩５分
地下鉄千代田線／丸ノ内線／日比谷線「霞ケ関駅」A13番出口より徒歩7～８分
地下鉄千代田線／丸ノ内線「国会議事堂前駅」３番出口より徒歩５分
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桜田通り

会場参加用フォームよりお申し込み後、電子メールにて登録票を送付
いたします。登録票は、シンポジウム当日に受付へご提示ください。
当日シンポジウム会場で講演資料を配付いたします。

※会場参加、Web参加とも、お申込みいただいた個人情報は適切に管理し、登録票の
発送と運営事務局からのご連絡以外の目的では使用いたしません。

会場参加 （全社協・灘尾ホール）

Web参加用URLよりご登録ください。登録後、画面が切り替わりシン
ポジウム視聴用のURLが表示されます。シンポジウム視聴用のURL
はご登録いただいたメールアドレスにも通知されます。シンポジウム
当日、同URLよりご参加ください。

01

Web参加02

会場参加およびWeb参加のどちらかをご選択ください。
いずれも医研ホームページから参加をお申込みください。

http ://www.iken.org/ホームページ

会場参加には事前のお申し込みが必要です。

本シンポジウムは、会場開催（全社協・灘尾ホール）とオンラインシステ
ムを使用したWeb配信で同時開催いたします。多くの皆様がご参加い
ただけるよう、開催当日まで参加申し込みを受け付けます。

公益財団法人 医療科学研究所お問い合わせ先
TEL: 03-5563-1791　E-mail： jimujimu@iken.org
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13:00
13:30
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13:45

開場
開会挨拶
来賓挨拶
座長基調講演

14:00
15:15
15:30
17:00

パネリスト講演（各15分）
休憩
パネルディスカッション
閉会挨拶

医療科学研究所理事長  江利川 毅

医療科学研究所専務理事  松江 裕二


